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九
：

S
:c

r  

以
上
§

口
霞
.文
を
萬
る
敎
相
：寒
に
誤
解
：が
あ
つ
た
や
ラ
に
；見
：え
.；る：
が、

r

以
前
の
：詣

文

書

か

ら

に

見

て̂

る
と
、
領
主
の
-用 

人
建
と
村
役
人
と
の
間
に
何
等
か
の
か
ら
：

が
あ
つ
：ホ
.こ
‘と
は
否
定
出
來
な
い
や
う
：で
あ
る
0

又
農
民
側
が
^
货
に
か
强
く
檢
見 

を
担
.否
し
た
か
、
そ
の
现
由
も
單
に
從
來
し
な
か
つ
た
か
ら
と
，

M

ふ
だ
け
で
は
十
分
で
な
い
。，
お
を
ひ
は
こ
れ
等
不
正
の
用
入
や
村
役 

人
：の
手
に
依
つ
て
：不
當0
檢
見
の
行
は
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
0
を
れ
に
も
拘
ら
最
後
に
於
か
：卞
そ
れ
等

0

村
役
人 

を
挑
斥
す
る
こ
と
に
さ
へ
：成
功
し
て
わ
な
い0:
こ
'れ
は
德
川
時
代
の
裁
判
の
特
徵
で
あ
る
纏
鶴
に.依
，

Q
,

す
和
解
に
到
達
せ
し
め
る
策
が
，
 

成
功
し
た
の
で
あ
ら
う
。
；
農.民
；達
は一:1,

年餘り：の長架月

.に
冗
る
諧
費
用
に
：®
へ
ら
め
な
：が
つ
た
め
セ
お
ら
を
タ
彼
®

決
し
て
心
か 

ら
滿
足
し
て
と
の.解
決
策
に
ま
し
た
も0
で
は
な
い
0 

: 
. 

. 

‘
ん
.れ 

以
上
の
資
料
は
大
：體
に
於
い
て
悉
く
 €

民
側
：

0

資
料
と
®
つ
て
ょ
い
。’從
.つ
て
常
に
彼
等
€
?
^
^
が
合
理
的
に
書
か
れ
て
わ
る
か
も
知 

れ
な
い
。
し
か
し
以
上
：：の
資
料
を
閱
し
：て
®
ず
る
こ
と
.は
*
費側の：
態
度
が
終
飯
黎
银
と

V

お
：つ
忍
ぶ
ベ
象
黯
は
何
處

.

.

. 

• 

• 

-.
 

I,, 
...
 

.

.

.

.
i
.
.

ス
.
.
-
ぃ

ま
で
も
忍
ん
で
：合
法
的
行
勘
に
評
へ
ん
：よ
し
て
わ
：る
點
で
、
.愚
昧
な
る
百
姓
必
す
し
も
愚
味
な
ら
ガ
と
思
は
せ
る
。
之
に
反
し
て
支
配

. 

H
 

A
V
-
1

激
側
の
：態
鹿
は
醜
體
で
あ
る
。
上
述
の
：解
決
は
結
局
農
民
：側
の
敗
北
で
あ
つ
た
と

W

 f

る
，。
，し
，が
し
こ
め
農
民
の
支
配
者
に
，對
す
る
不 

滿
、
殊
に
天
，下
の
奉
行
所
も
何
等
頓
み
と
す
る
に
足
ら
ぬ
.こ
と
を
知
つ
た
時

 

> 
農

へ

i

期
待
取
如
何
な
ポ
方
：断
に
向
ふ
か
は
、 

必
.ず
し
も
：知
1

待：
クポ始かて知が得ることで：も：
なか，らう

0:
 V

.

, 

:
(

昭和十

‘

T

年冗月

1
1

$
1

白稿

)
■■ X'-

.
i 

V..
.
.

y1- ，
J-H
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T
h
e
o
r
y

-
o
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M
O
I
l
e
t
i
r
;
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P
o
l
i
c
y
,

1て
、
'
:
.
い

;'l-

I :

i'.’

ぢ
高
氣
0

僻
辕
的
變
動g

i

經
過
於
や
周
期
的
は
生f
v

る
不
況
期
を
豫
測
、

乃
基
は
緩
.和
す
.る
目
的
で
ン
愼
霉
に
行
は
れ
る
貨
常 

政
策
は
颜
嚴
时
あ
る
お
考
，へ&

れ
.
る
ー
タ
就s

-
r."

物
i

競
H

纖
1

:

翁
業
狀
熊
：の
絲
f

向
.つ
て
の
銀
け
利
率
機
構
め
援
用 

は

纖

的

で

が

ぢ
^

癒
代t

貨
路
理
論
め
於
：

b
.

る
解ふ

®
!
:
!

教
をW

同
#

議

論

の

多

る
i

あ
る
。
即
ち
貨
幣
政 

策
の
究输

§
2

1

时
關
ひ
相
廣
が
银
ポ
る
0

み
な
ら
す
：，.い

；；；̂
‘；

U

の
方
法
或
は
貨
幣
的
事
象
，と
産
業
的
發
展
の
相
互
作
用
に
.開
す 

賞

見

版

字

ぼ

關

し

：
を
根
本
的
後
見
解
の
相
，違
於
お
：ホ
？i

本
書
の
生
#

自
的S

銀

符

政

赛

：』

利

卒

お

物

傳

6

閱
係
及
資 

i
i

t

制
れ
：究

極

n
i

的
.に
跡
や
ま.着

于

張

ね

檢

f

t
s

禁

総

化

众

ハ

'
而
.

a
,

て
先
タi

の

囊

政

辩

の

，中
心 

i
i

魔
ー
ど
爲

ホ
！
： '

!

ど

物

が

邮

傭

S

就ぜよが進め，
ら

'

f

p

-
:

#

奪

ぱ

此

問

題

：り
取
扱

S

於

卞
§

一

H

纖
f

 Y

翁

難 

黯
^
-

營

者
.
§
^
脾

肅

ガ

$
^
'

名
辭
.及
概
§

1

性
み
混
亂
ポ 

於
.ぶ
0
:
:
即

ぢ

瑰

ポ

⑥
於
セ
菩
人
：ホ
ー

^

ィ

シ

：

け
い
の
賞
質
利
率
タ
ガ
ジ
業
ル
：め
1

興
菌
ポ
適
‘H

+

M

i

は
梢
®

!

^

ひ
；や
オ
タ
ゼ

：：

ル
の 

§

然

或

はlii

常

利1
.
V

 

,̂
^ホ
¥

ズ
か
目
；
^

、！
；

お

や#

ダ；
の
均
衡
ざ
さ
；
；

^

デれ；
；

l

i

ぎ然利

1

タ
Q

i

多
 

織

S

翁鎌：

^

迷：6

をれ：
！

^

卞或

i

迄
：；：：

M

i

l

l

名
辭-：： ?： ?

◊

み
；

ひ
：得
る
.

^

ね

そ

法

、

板

 

定及

S

理わ糊簿に

11

が
矣
息
：

松：

^

は

ぶ

.f

1,
て；
^
1
:
正；̂§

及

M

i
 

§

§

j：
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SC 
一
 

^
s

 s
o

物
傻
i

i
へ
れ
其
れ
赌
赚
を
解
明
、"：檢
賊
せ
か
と
試
み
ぎ.ー

盡

の

"
^
*
^
及
®
當
性
を
§

し
*
後
f
"
'
*
"
金
刹
、> 

微
働
關
係$

1
：：

理
論
を
形
成
し.>;旦
ク
'
^
膨
問
題
わ
解
決
.ゆ
含
#
れ

を

S

確
に
'評
懷
し
搏
る
が
故
セ
わ
ズ
ハ
.
一

ど',.: 

"
.
，
叙料
と
物
像
が
相
：互
に作

用

ずる
事

ほ

；
現
お
周
知
の
事
實
？̂を

る

料

率

機

構

ば

管

理

の

：目
的
で
熟
慮
的
に
：運
：用
：さ
れ
る
眼
あ 

彻
賈
水
準
に
能
動
的
、.：積
極
的
影
響
を
與
へ.る
の
，み
な
ら
す
、
一
翁
に
そ
れ&
身
良
動
的
に
、"一
そ
し-て
t
tか
る
播
威
的
管
理
ね
無.

S
,

場
合 

に
は
受
動
的
に-彻
慣
變
動
に
よ
り
歉
響
を
受
け
る
。
い
著
者
は
前
の
，場
合
ぉ
金
利
•
"'物
價
關
係
5̂
能
動
的
局
面
"̂
呼
び
> 
後
^
^

的

局

面

と

名W
け

る

ゎ

銀

行

制

度®
一

誉

達

化

時

代

は

致

4

迄

も

な

く

け

琪

在

に

族

て"キ
ン

を

▲
利

に
#
ず

る

物

偵

§

動

的

影

響 

ほ

衝

だ

有

力

で

あ

！
^i
者

へ

ら

れ

る> 
而

か

も

勝

襄

P

る
銀
度
が
銀
行
利
率

&

ゆ

手

段
.に
よ
b
l
:
股

市

場

利

率

をi

し

吏

に
. 

物

價

に

歉

響

を

與

ぺ

得

る

と
.云
ふ

事

も

今

日

.賞

際

に

、
用

5̂.

ら

.れ

.る
'原

理

で

あ

る

。

貨

辦

政

策

的

意

義

よ

れ

見

る

&
ら
.ぱ
W
題

"
な̂

.る
の
.、 

は

當

然

此

の

能

跑

的

嚴

面

た

る

べ

き

で

あ

る

A 

つ
-
ゾ

い

：：，：：

•
ド

-
-リ
シ

ぃ
.
.
'
r 
. 

..:

マ

、
.

，
：

V 

"
:

鼓

に

於

て

著

者

は

前

述

S

資

格

論

者

に

よ

り

提

示

さ

れ

た

概

念

的

利

率

を

ぱ

ユ

銀

行

制

度

が

其

の

實

際

上

の

利

®
を

.

.

一

致

せ

レ
.め
ん
' 

と

す

る

理

想

的

利

率

と

し

て

、

或

は

銀

行

制

鹿

が

其

の

貨

常

的

及

産

業

的

情

勢

§.統
制

に

用

ひ

：
る

：
規

範

と

じ

て

取

极

ひ

.、
，
其

の

各

タ

の

ぃ
 

受

當

性

を

詳

細

に

ゆ

味

す

る

。

之

等

の

中

、
.
著

者

が

最

も

愛

當

な

も

ひ

'と

し

て

自

ら

依

據

ホ

る

の

は

ケ

イ

ン

ズ

0
見

解

で

あ

る

？

所
で
一 

是

等

糧

々

の

概

念

的

利

率

の

者

察

に

よ

り

、

そ

れ

等

は

(
一
)

貨

幣

は

其

の

償

値

に

於

て

比

較

的

に

安

定

的

た

る

べ

き

、

(

ニ)

貨

幣

は 

物

慎

の

形

成

に

對

し

て

中

立

的

た

る

べ

ぎ

、

(

三)

貨

豁

は

商

品

の

特

殊

の

集

團

の

名

爾

に

於

け

：る

其

價

値

に

於

て

安

定

的

た

る

ぺ

き

、 

等

の

如

き

夫

々

の

理

想

が

達

成

せ

ら

る

べ

き

爲

め

に

、

市

場

利

率

政

策

に

尉

す

る

一

の

規

範

を

見

出

さ

ん

と

す

る

努

力

の

給

某

で

あ

る 

事

を

知

る

。

併

し

乍

ら

、

最

も

普

遍

的

な

理

想

は

寧

ろ

一

般

物

價

水

準

の

安

定

化

に

尉

す

る

ニ

般

の

耍

求

で

あ

る

様

に

思

は

れ

る

。 

そ

れ

は
"
ぃ

：
撒

鎌

：
ん

れ

，
た

|2葉

で

に

躲

か

ふ

ぺ

般

&

衝

水

準

の

原

理

の

理

論

的

慣

値

1

.

ゆ

断

に

ズ

一

に

依

ウ

P

其
ー
ひ
、
^■̂貨

將

；
！
；

.；
：

-S-

に

於

て

否

定
‘ざ

れ
-̂
。
ヴ

而

が

も

倚

吾

人

ぱ

此

，
の

原

理

ぉ

固

執

レ

之

化

て

就

業

ひ
 

安
定
或
は
消
費
の
安
定
を
獲
得
じ
得
と
信
ザ
る
人
々

：

を

見

出

ず

タ

は

實

に
M

ね
偵
値
に
ポ
當
に
：偏
執
す
る
余
れ
 

> 産

業'的
® 

i

維

玲

に

と

ゎ

路
W
不
可
欠
な
.生
産
費
と
物
慣
の®
衡
、
即
ち
貯
蓄
率
と
投
資
率
；の.與
衡S

,

重
要
性
を
看
過
：じ
お
ぉ
云

f
へ
る
。
^
著
者 

に
よ
れ
，ぱ
十
九
世
紀
及

I  

#
紀
初
期
に
於
け
を
貧
幣
的
論
議
に
於
て.慕
價
値
に
關
す
る
者
察
が
支
配
的
で
が
ゆ.た
理
由
は
、•經
濟 

學
者
：

時
主
と
レ
で
消
費
の
間
題
に
專
ル
：レ
て
：

Q

た
事
實
に
歸
さ
れ
を*?:然
る
t
e
i
:
の
客
觀
的
情
勢'ぬ
進
觸
ぬ
俾
ひ
、
就
中
今
白 

わ
#
界
生
産
力
，の
急
激.：な
發
放
及
生
産
費
と
物
偵
の
金
激
な
下
落
と
共
に
*
經
濟
學
者
の
關
.心
は
消
費
の
問
題
よ
り
生
産
の
問
題
へ
と 

§

す
る
fe至
0
ン

斯

貧

僻

購

買

力

れ

安

究

そ

れ

，自

身

：
を

目

的

.ど
し
*

F

見
做
さ
に
，ウ
生
産
及
就
業
れ
安
定
に
從
屬
す
る
本
の
-̂ 

見
る
タJ

J

し

産

業

的

不

安

定

に

よ

る

過

誤

が

最

も

恐

：る
：
ぺ

き

も

，
：
の

な

.：
る
；
が

故

：で
：
於

る

H
.

經
濟
事
者
，の
心
的
熊
虔
に
於
け
る
此
變
化
は> 

よ
ウ
め
撒
：全
#
る
.
わ
とa

 

評
膨
せ
ら
れ
、"货

幣

理

論

の

：
チ

後

の

灘

膨

ボ

此

か

：
■

ロ

 

W
纖
.に
，徵
ふ
べ
き
ヤ
ぁ
を
。

(

孔
五
買)

. 

が

ー

費===

败
働
の
，

1

僻

が

概

せ

ら

れ

る
新

重

耍

银

の

息

：
地

よ

.

け
：.：：

i
t
合

理
#
か
W
修
が
要
講
さ
か
る

a
即

ち

貨

霧 

的
^

^

&̂
業

；§歉

跳

及#
結

戚.
1
%
:

る

热#
組

纖

上.の

變

您0
經

ポ‘る
捧
に

$
1:嫩

：
，
^
營

理
-3得
''る

タ

で

：あ
'.̂
;̂
:
:此

ぼ

目

：
^

達

成

の 

鳳
め
に
あ
®
^==

物
衡
均
瓶
の
！'段
'集

もi

奥
な
：ひ.ホ
あ
を
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が

景

氣

變

ぺ
お
肿
は
n

§
*

s
が

率

^
^
貴̂
-胸̂
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濟
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狀
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概
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濟
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运
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蓄
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又
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狀
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得
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